
健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

１ 平成３０年第４回定例会提出予定議案の説明 

 （６）議案第１８２号 陽光ホームの指定管理者の指定について 

資料１ 指定管理者指定議案に係る参考資料

平成３０年１１月２１日 

健康福祉局 
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議案第１８２号参考資料 

１ 管理を行わせる公の施設の概要 

(1) 名称 陽光ホーム 

(2) 所在地 川崎市中原区井田３丁目１６番１号 

(3) 設置条例 川崎市心身障害者総合リハビリテーションセンター条例 

(4) 設置目的 川崎市リハビリテーション福祉・医療センターの再編整備に伴

い、入所施設から地域生活への移行を希望する障害者の支援を行

い、当該障害者等の福祉の増進を図ることを目的とする。 

(5) 施設の事業内容 （１）共同生活援助（グループホーム）

  障害者総合支援法第５条第１７項の規定に基づき、障害者に

つき、主として夜間において、共同生活を営むべき住居において

相談、入浴、排せつ又は食事の介護その他の日常生活上の援助を

行う。

（２）地域生活体験事業 

  川崎市心身障害者総合リハビリテーションセンター条例第２

２条の１６第４号に基づき、長期の入院及び入所から地域生活

を希望する障害者につき、共同生活を営むべき住居において体

験的な利用を実施し、地域生活移行のための支援を行う。 

(6) 現在の管理者 社会福祉法人 育桜福祉会 

(7) 現在の管理運営費 １１，７３７，０６３円（指定管理期間の平均年額） 

２ 指定管理者となる団体の概要 

名   称 社会福祉法人 育桜福祉会 

所 在 地 川崎市中原区西加瀬１０番３号 

代 表 者 名 理事長 星 栄 

設 立 年 月 昭和５６年２月１２日 

基 本 財 産 

又は資本の額 

２７億３，１７３万９，９３８円 

職 員 数 

又は従業員数 

理事６名、監事２名、職員４２０名 

設 立 目 的 多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供される

よう創意工夫することにより、利用者が、個人の尊厳を保持しつつ、自立

した生活を地域社会において営むことができるよう支援することを目的と

する。 

事 業 概 要 

（平成２９年

度） 

（１）井田重度障害者等生活施設指定管理者（第１種社会福祉事業） 

（２）第２種社会福祉事業（障害福祉サービス事業、相談支援事業、身体

障害者福祉センター）の設置経営及び受託経営 

（３）陽光ホーム指定管理者（第２種社会福祉事業） 

（４）北部身体障害者福祉会館・わーくす高津指定管理者（第２種社会福

祉事業） 

（５）収益を目的とする事業（障害者ふれあいショップ）の設置経営 

決   算 

（平成２９年

①事業活動による収支 

 事業活動収入     ２，１９０，５４５，１４１円 
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度）  事業活動支出     ２，００４，２３２，８７３円 

 事業活動資金収支差額   １８６，３１２，２６８円・・・（１） 

②施設整備等による収支 

 施設整備等収入       ４４，００２，３４５円 

 施設整備等支出      １０１，９１１，７５６円 

 施設整備等資金収支差額  △５７，９０９，４１１円・・・（２） 

③その他の活動による収支 

 その他の活動収入       ６，７９８，７５０円 

 その他の活動支出      ９８，５９４，３５０円 

 その他の活動資金収支差額 △９１，７９５，６００円・・・（３） 

④当期資金収支差額      ３６，６０７，２５７円・・・（４） 

（（１）＋（２）＋（３）） 

⑤前期末支払資金残高    ７１０，０３３，５２６円・・・（５） 

⑥当期末支払資金残高    ７４６，６４０，７８３円・・・（６） 

（（４）＋（５）） 

３ 指定期間 

平成３１年４月１日から平成３６年３月３１日まで 

４ 選定結果 

別紙のとおり 

５ 事業計画 

項  目 事業内容 

障害者支援に対する考え

方、方向性、取組 

・共同生活援助において、「グループホーム標準支援マニュ

アル」に基づいた支援を行うとともに、入居者それぞれの想

いに寄り添い、自ら希望する暮らしが実現できるように関係

機関と連携した支援を行う。また、職員が一体となって統一

的な支援を行えるよう、入居者についての情報共有や職員の

スキルアップを積極的に実施する。 

・地域生活体験事業において、施設や病院等から地域生活へ

の移行を希望する方に対し、共同で生活する住居の一時的な

体験利用の機会を提供し、地域移行のための支援を行う。受

け入れにあたっては、関係機関と連携しながら利用者の障害

状況や生活環境の安全確保に努める。 

施設運営計画（提供する

サービスの考え方、日課

等） 

・利用者一人ひとりが自らの想いを培い、実現に向けて選択

できるよう、聞き取りやアセスメントを行い、個別支援計画

を作成する。 

・食事や入浴などを日課と定め、安定した生活リズムを保て

るようにするとともに、外出する機会を確保する等、地域で

生活することを見据えた支援を実施する。 

他機関等との連携につい

ての考え方 

・日中の通所事業所、相談支援事業所、保健福祉センター、

医療機関など、利用者の生活に関わる多様な支援機関と連携

し、利用者本人の想いの実現に向けて一貫した支援を行う。 

上乗せ提案 ・グループホーム利用の希望はあるが、不安を持っている方

に対し、地域移行に向けたワンステップの場を提供すること

で、利用者の地域移行を支援する。 
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・近隣の障害者支援施設と連携して、具体的な支援方法の情

報提供・共有を行い、地域生活が困難な方に対しての支援を

行う。また、災害時に向けた訓練を共同で開催することで、

より効果的な訓練を実施する。 

６ 収支計画                            (単位：千円) 

項 目 
金額（消費税及び地方消費税を含む。) 

３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 合 計 

 収  入 64,869 64,869 64,869 64,869 64,869 324,345

自立支援費等収入 35,554 35,554 35,554 35,554 35,554 177,770

 川崎市加算 12,775 12,775 12,775 12,775 12,775 63,875

 指定管理料 6,653 6,653 6,653 6,653 6,653 33,265

 その他の収入 9,887 9,887 9,887 9,887 9,887 49,435

支  出 63,887 64,093 64,274 64,422 64,560 321,236
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別紙 

陽光ホームの指定管理予定者の選定結果について 

１ 応募状況 

  応募団体：１団体（社会福祉法人 育桜福祉会） 

２ 指定管理者選定評価委員会委員 

【学識経験者】 赤塚 光子 （元立教大学コミュニティ福祉学部教授） 

【学識経験者】 柳田 正明 （山梨県立大学人間福祉学部教授） 

【学識経験者】 行實 志都子（神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部准教授） 

【学識経験者】 渡部 匡隆 （横浜国立大学大学院教育学研究科教授） 

【財務の専門家】 谷川 淳  （公認会計士） 

３ 選定理由 

次期指定管理業務に関して仕様書に沿った提案がなされており、事業や収支の計画

も妥当と言える。また、これまでの運営状況も良好であり、今までどおり安定した施

設運営が見込まれること等を評価し、当該団体を選定した。 

（１）施設の設置目的の達成とサービスの向上 

  施設利用者の特性や希望を理解し、また今までの運営実績を生かしたかたちで、施

設の管理運営に係る適切な基本方針や事業計画、健康管理等についての提案がなされ

ている点などを評価した。 

（２）施設機能の発揮と管理経費の縮減 

  事業計画と整合がとれた収支計画となっている。また、効率的な施設運営をするに

あたり、適切な経費縮減案が提案されていた。 

（３）事業の安定性及び継続性の確保への取組 

  提案された職員体制及び業務改善に向けた取組が適切であった。 

（４）応募団体自身に関する事項 

  当該施設に加えて類似施設の運営実績が豊富であり、運営実績を踏まえた提案がな

されている点や安定した財政基盤を有している点などを評価した。 

（５）応募団体の取組に関する事項 

  情報公開の取組、コンプライアンス遵守のための取組等が適切であった。 

（６）その他の事項 

  特別支援学校等の生徒に向けた「夏休み一日施設体験」事業や、地域生活支援ＳＯ

Ｓかわさき事業といった地域における公益的活動に関する提案内容が適切であった。 
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４ 審査結果（※基準点６３０点以上） 

選定基準 配点 社会福祉法人育桜福祉会 

基
準
評
価
項
目

①施設の設置目的の達成及び

サービスの向上 
３５０点 ２１８点

②施設機能の発揮と管理経費

の縮減 
２７５点 １５６点

③事業の安定性及び継続性の

確保への取組 
２００点 １１９点

④応募団体自身に関する事項 
１００点 ６８点

⑤応募団体の取組に関する事

項 
７５点 ４５点

基準評価 合計 １，０００点 ６０６点

加
算
評
価
項
目

その他の事項 

（地域における公益的な活動）
５０点 ３２点

実績評価点 

（標準を０点として、加減点） 
５３点

総合計 １，０５０点 ６９１点

５ 提案額 

  年 額    ６，６５３千円 

  指定期間計   ３３，２６５千円 
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